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デグサ　2004年 業績発表
· 2004年は好業績
―為替相場調整後の実質ベースで前年比売上高6％増を達成
· 配当は1株あたり1.10ユーロの見込み
· 今年は 売上高とEBITが引き続き上昇基調
デグサ（本社：ドイツ、デュッセルドルフ）は、3月8日に2004年の業績を発表しました。ウツ・ヘルムート・フェルヒト取締役会長は、「当社の戦略の正しさが明らかになりつつある。2004年の利益は大きく増加した。ここ数年の努力が報われてきている」と述べました。
2004年のコア事業における売上高は3％増の110億ユーロ（2003年：107億ユーロ）に成長、グループ全体の売上高は1％増の112億ユーロ（2003年：111億ユーロ）に達し、為替損益を加味すると、売上高は6％の成長を達成しました。
コア事業のEBIT（金利・税引き前利益）は6％増の9億7,700万ユーロ（2003年：9億2,300万ユーロ）に増加しました。グループのEBITは8％増の9億6,500万ユーロ（2003年：8億9,200万ユーロ）でした。
少数株主利益を除いたグループの純利益は2億9,800万ユーロと、2003年の2億6,100万ユーロの純損失から改善されました。
これらの数字は、厳しい市場環境においても、デグサのビジネスが再び上向き基調にあることを示しています。収益性も改善され、ROCE（使用総資本利益率）は1.1ポイント上昇し10.3％となりました。
１株あたり利益は1.45ユーロに増加しました。取締役会と監視役会は、2005年5月4日の年次株主総会で、１株あたり1.10ユーロの配当案を提出することにしています。
キャッシュフローの増加
デグサ グループの財務資本構造は、安定性がありバランスの取れたものになっています。2004年12月31日時点における株主資本は47億ユーロと若干増加しました。同時に、総資産は低下（136億ユーロ）しています。このため、株主資本比率は1ポイント以上改善し、34.3％となりました。営業活動からの純キャッシュフローは30％増の11億ユーロでした。デグサのハインツ・ヨアヒム・ワグナーCFOは、「投資支出と配当支払いを捻出できただけでなく、純借入債務額を22億ユーロに大幅減少させることができた」と話しています。
2005年の展望
デグサは2005年のグループの売上高は引き続き改善すると予測しています。需要が高い状態が持続すると見込み、EBITも2004年を若干上回ると見ています。2004年第4四半期の販売価格も好ましい傾向で推移したため、今年も引き続き若干の価格上昇があり得ると推測しています。
デグサは、2005年のグループの純利益および１株あたり利益について、いっそう改善すると予想しています。フェルヒト会長は、「これにより、当社の収益性目標の達成に大きく近づいた」と述べました。2005年のROCEは11％と、同社の資本コストと一致すると見られます。
2004年業績の詳細は、弊社ホームページ（www.degussa.co.jp）にてご参照ください。
デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約45,000人です。2004年度の年間総売上は112億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は9億6,500万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」-本質を創造する-それが私達デグサの仕事です。
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